




「全国の支援に感謝し、真の復興へ全力」　ＪＡ宮城中央会　菅原章夫会長
東日本大震災からの復旧・復興に向けたJAグループ宮城の取り組み　
６次産業化商品続々
シリーズ「食は楽し」渡辺えりさん
プレゼントクイズ
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多
く
の
尊
い
命
と
暮
ら
し
を
一
瞬

に
し
て
奪
い
去
っ
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
大
震
災
で
県
内
農
地
の
約
１０
％
に

あ
た
る
約
１
万
５
０
０
０
㌶
が
津
波

被
害
を
受
け
、
県
内
の
農
業
関
連
被

害
は
約
５
４
０
０
億
円
に
達
し
ま
し

た
。

　
３
０
０
０
名
を
超
え
る
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
支
援
隊
の
皆
様
か
ら
は
、
本

県
被
災
地
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
頂

き
、
猛
暑
･
悪
天
候
の
中
で
も
瓦

礫
・
石
・
ガ
ラ
ス
な
ど
の
撤
去
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
組
み
立
て
作
業
な

ど
、
営
農
再
開
の
後
押
し
を
し
て
頂

い
た
こ
と
は
、
感
謝
し
て
も
し
尽
く

せ
ま
せ
ん
。

　
現
在
で
は
、
除
塩
作
業
や
区
画
整

理
が
進
み
、
被
害
を
受
け
た
農
地
の

６８
％
、
排
水
機
場
の
４３
％
、
園
芸
施

設
の
９０
％
、
畜
産
関
連
施
設
の
９６
％

が
復
旧
し
ま
し
た
。
目
に
見
え
る
形

で
復
興
が
進
展
し
、
被
災
地
に
希
望

と
明
る
さ
が
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
し
か
し
、
復
興
が
遅
れ
て
い
る
一

部
の
被
災
地
で
は
、
未
だ
に
仮
設
住

宅
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
、
災
害
公
営

住
宅
の
整
備
を
待
ち
望
ん
で
い
る
人

た
ち
が
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
電
力
の
原
発
事
故
に

起
因
し
た
本
県
損
害
賠
償
請
求
総
額

は
３
０
５
億
８
６
０
０
万
円
に
達
し

て
い
ま
す
が
、
請
求
額
の
２６
％
が
未

受
領
で
す
（
３
月
１０
日
現
在
）
。

　
復
興
は
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
多
く
の
善
意
に
報
い
る
た
め
に
、
緑

豊
か
な
故
郷
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
単
に
復
旧
に
止
め
る

こ
と
な
く
、
従
前
に
も
増
し
て
地
域

農
業
を
振
興
し
、
宮
城
の
農
業
を
発

展
さ
せ
て
い
く
決
意
で
お
り
ま
す
。

　
真
の
復
興
に
は
、
農
業
・
農
村
の

再
生
が
不
可
欠
で
す
。
「
宮
城
の
復

興
は
農
業
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、
第

３７
回
Ｊ
Ａ
宮
城
県
大
会
で
決
議
し
た

「
農
業
復
興
と
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
」「
く
ら
し
再
建
と
豊
か
で
安

心
な
地
域
社
会
の
実
現
」「
協
同
と

総
合
力
に
よ
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
再
構

築
」
を
３
本
柱
に
次
世
代
へ
つ
な
い

で
い
く
持
続
可
能
で
創
造
的
な
宮
城

県
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

東日本大震災
から3年

全
国
の
支
援
に
感
謝
し
、

真
の
復
興
へ
全
力

「仙台いちご」復活に向け、JAみやぎ亘理管内には昨年、イチゴ団地が完成しました。写真は7箇所の団地の中でも最大で、60棟
のハウスが立ち並ぶ亘理町浜吉田のイチゴ団地

㊤
大
津
波
で
倒
壊
し
た
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス（
平
成
23
年

6
月
、亘
理
町
で
）㊨
被
災
水
田
で
除
草
作
業
を

行
う
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
新
潟
の
支
援
隊（
平
成
25
年
8

月
、南
三
陸
町
歌
津
で
）

発行　宮城県農業協同組合中央会　〒980-0011　仙台市青葉区上杉1-2-16　℡022-264-8245
オリジン…稲の学術名「オリザ・サティヴァ」に、　　　
　　　　人を意味する「ジン」を合わせました。
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（1）　　　平成26年3月 【オ　リ　ジ　ン】

みんなのよい食プロジェクト
とは、これからの日本人に
とって「よい食」とは何かを、
日本の農家と JA グループ、
消費者、協力会社・団体のみ
んなで一緒になって考え、行
動していく運動です。

復興に向けた取り組み状況（平成26年2月末現在） （宮城県公式ウェブサイトより）

項目

畜産・畜舎
関連施設

復旧予定施設数：
190施設

（堆肥センター等）
50% 100%

96.3％
H25H23

復旧施設数：
183施設

約96％

農地（除塩含む）

50% 100%

42.6%

完成 約43％
完成箇所数：20箇所

50% 100%

67.8%
完成 約68％
完成面積：約8,814ha

復旧対象面積：約13,000ha
※年度別復旧計画　
H23  5,780ha
H24  4,800ha
H25  1,270ha

H26  990ha　
H27  160ha

農業用施設（排水機場）
被災箇所数：69箇所
（うち復旧対象：47箇所）
※年度別復旧計画　
Ｈ23　 ４施設
Ｈ24  26施設

Ｈ25  16施設
Ｈ26　 １施設

J
A
宮
城
中
央
会

菅
原
章
夫
会
長

（復旧済み施設数）
/（復旧予定施設数）項目

水稲

H22年産米作付
面積：約19,449ha
（沿岸15市町）

（津波被害市
町作付面積）

（被災後作付面積）
/（被災前作付面積）

50% 100%

88.4%
H25H24H23 H26

今後の復旧の見込み

H26  　    100%作付状況

H25年産水稲作付
面積：17,207ha
（沿岸15市町）

約88％

園芸

復旧対象面積：
約178ha

（園芸用ガラ
ス室･ハウス復
旧面積）

50%

89.8%
H25H24

100%

H26

今後の復旧の見込み
H25  　     0ha
H26以降 　18.2ha

復旧面積：約159.8ha

約90％

項目（着手･完成面積等）
/（復旧対象面積等） 進捗率項目 （復旧面積）

/（復旧対象面積）

今後の復旧の見込み

Ｈ25以降　　　７施設復旧率 復旧率
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ＪＡバンク宮城 復興ローンなどで再建後押し  積極的に復興プロジェクトに関与

復興支援プログラムの概要

平成25年9月末までの全国累計実績

　農林中央金庫は、農林水産業を基盤とする協同組織中
央機関・専門金融機関として、東日本大震災により甚大な
被害を受けた農林水産業の復興を全力かつ多面的に支
援するため、平成23年度に「復興支援プログラム」（期間4
年程度、支援額300億円）を創設しています。
　その内容は、①被災された農林水産業者等への支援②
被災会員への事業・経営支援とし、復興支援の推進にあた
り、職員派遣等による人的支援もあわせて行っています。

　農林中央金庫は、被災された農林水産業者等の経営
再建に向けて、復興ローン（東北農林水産業応援ローン）
による長期低利資金の供給や、当金庫の関連法人である
アグリビジネス投資育成（株）を通じた復興ファンド（東北農
林水産業応援ファンド）による資本供与、再建計画の策定
支援等に取り組んでいます。
　被災地の復興プロジェクトには構想段階から積極的に
関与し、各種の支援を実施しているところです。また、JAバ
ンク・JFマリンバンクによる農漁業者への災害資金に利子
補給を行い、農漁業者の借入負担を支援するとともに、農
機・園芸施設等をリース方式で取得する農業者へのリース
料助成にも取り組んでいます。
　足元では、沿岸地域における農業法人新設などの動き
を踏まえ、財務安定を目的とした復興ファンドによる資本供
与を行っているほか、水産関係では、漁港後背地域の復興
が難航するなか、地域行政と連携しつつ、魚市場の設備
復旧や水産加工業者の資本安定に向けたニーズに対応
しています。また、福島においては牛肥育の取り組み回復
に併せた融資対応などもあり、復興ローン（東北農林水産
業応援ローン）については、平成25年9月末時点のご利用
が200億円台に至っています。

　また、被災地農産物の販路拡大に向けた復興商談会、
被災組合員・利用者を中心とした住宅展示場見学会（住ま
いるバスツアー）を開催しているほか、被災された農業者に
は、営農再開に向けた稲作生産資材の費用助成を新たに
開始しました。

　震災特例支援の枠組みにより資本増強を実施したJA（農
協）・JF（漁協）には、職員派遣を通じた信用事業強化指導計
画に基づく指導・助言等を実施し、金融機能の維持・発揮に
向けた取り組みを支援しています。
　被災されたJAバンク・JFマリンバンクの利用者には、JAバン
クにおける相談窓口（コールセンター）の継続設置や、JFマリ
ンバンクにおける可動式端末機の活用などを通じて、安定的

な金融機能を提供しています。また、JAバンク・JFマリンバンク
による復興応援定期貯金・復興応援ローンの取組支援や、二
重債務問題・防災集団移転促進事業への適切な対応を通
じて、被災された利用者の生活再建を支援しています。
　今後とも、本支店役職員と被災会員に派遣した職員等が
一体となり、行政・関係団体とも連携しつつ、震災復興に向け
た取り組みを進めていきます。

会員・利用者への復興支援会員・利用者への復興支援

生産者・地域への復興支援生産者・地域への復興支援

復興支援プログラムの概要復興支援プログラムの概要

事業・経営支援
プログラム

金融支援
プログラム

農林水産
業者等

対象者プログラム 内容

会員組織

金融対応（利子補給、復興
再生ローン（低利融資）等）

事業復旧（店舗、ATM、端末
等のインフラ復旧支援）

住宅展示場見学会「住まいるバス
ツアー」の様子

平成25年度の復興商談会

経営対策（会員の経営基盤
強化のための支援等）

商品名 件数 金額

融資件数
54件

融資残高
202.28億円

投資残高
2.62億円

リース料総額
18.06億円

投資件数
14件

助成件数
428件

復興ローン（東北農林水産業
応援ローン）
（平成23年12月取扱開始）

復興ファンド（東北農林水産
業応援ファンド）
（平成24年2月取扱開始）

リース料助成
（平成24年7月取扱開始）

ＪＡ共済連宮城 共済金支払い3,777億円超す  全職員が被災地でボランティア活動

　ＪＡ共済連では、被災された皆さまの1日も早い復旧・復興
に向けて、迅速な共済金のお支払に尽力するとともに以下
の取り組みを行ってきました。

被災されたご契約者さまへの「安心」のご提供（ご
契約者さまの安否確認、ＪＡ共済避難契約者相談

受付センターの設置など）

　全国各地から合計2,475人の自然災害広域損害査定員
等を派遣し、ＪＡとＪＡ共済連が一丸となって、初動対応や
損害調査を進めました。
　また、ご請求漏れを防ぐための請求勧奨のハガキの送
付や神奈川県の川崎センターを拠点として共済金請求に
かかる事務処理なども実施しました。その他、沿岸部にお
いて、航空写真撮影による津波被害調査を取り入れるな
ど、被害状況に合わせた取り組みを行いました。

　未曾有の被害をもたらした災害に際し、一刻も早い共済
金のお支払に向け、迅速な損害調査・支払査定を実施しま
した。
　平成26年2月末時点の集計で、全国での建物更生共済
の支払金額は9,293億円（約67万件）、生命総合共済の支
払金額は335億円（約2,300件）となっています。
　なお、宮城県下の支払状況については3,777億円を超え
るお支払いをしております。内訳については建物更生共済
の支払金額が約3,581億円（約18万件）、生命総合共済の
支払金額が196億円となっております。この共済金は、ご契

約者の皆さまからお預かりした共済掛金とそれをもとにした
準備金等からお支払いしており、「みんなで、助け合う。」と
いうＪＡ共済の事業理念が結実したものといえます。

　東日本大震災の被災地の農業復興を応援しようと、ＪＡ
共済連宮城は全職員参加によるボランティア活動を行いま
した。昨年に引き続きイチゴ団地に整備された育苗ハウス
内で、育苗の組み立て作業や定植作業を支援するなど、
職員が農家と一緒に作業に励みました。
　ＪＡ共済連宮城は、地域貢献活動として2007年度から植
樹活動を始め、震災後の12年度からは津波で甚大な被害

農業復興へ全職員が支援

被災されたご契約者さまへ１日も早く共済金をお届けするために

復興支援への主な取り組み
被災されたご契約者さま向けの特別取り扱いの実
施（共済掛金払込猶予期間の延長、共済証書貸付

にかかる特別利率の適用など）

被災地の復旧・復興に貢献するための各種活動の
実施（ＪＡ共済災害シートサービスの提供、義援金の

寄附など）

被災されたご契約者さまへ１日も早く共済金をお届けするために

農業復興へ全職員が支援

1

2

3

被災建物等の損害調査・お支払対応

東日本大震災にかかる共済金お支払状況

を受けた沿岸地域で農業復興支援ボランティア活動を
行っています。

イ
チ
ゴ
団
地
で
職
員
が
、育
苗
棚
の

組
み
立
て
作
業
を
支
援
し
ま
し
た

（
平
成
26
年
１
月
、亘
理
町
で
）

ＪＡ全農みやぎ 農業用施設の修復を支援  津波で流失した種子・種苗確保も

　ＪＡ全農みやぎでは、平成23～25年度、東日本大震災の
災害対策として、災害対策積立金全額の取り崩しを決定
し、倒壊・破損した農業用施設の修復、津波で流失した種
子や肥料等の損失支援、廃棄した生乳の損失への支援

　今後も、環境変化や行政の復興計画と連動して、JAグループ宮城の将来ビジョンを踏まえた中長期計画を策定し、行政等
とも連携しながら支援していきます。そして、「JAグループ宮城の新たな農業の創造的復興」を目指します。

ＪＡ全農みやぎの災害支援対策（平成23～25年度まで）
や、津波被災した組合員の営農再開のための集約施設や
資機材の導入支援等を実施してきました。

（具体的な内容は以下の一覧のとおりです）

具体的取り組み事例

支払件数
6万8,126件
支払金額
972億円

岩手県

支払件数
20万6,817件
支払金額
2,785億円

福島県

支払件数
2,295件

支払金額
335億円

生命総合共済
支払件数
67万4,889件

支払金額
9,293億円

建物更生共済

1

2

3

4

5

6

7

8

ＪＡの在庫損失

販売委託共同計算対象
米麦・大豆の損失

農産物の種子・種苗確保

農畜産物の生産維持対策

復旧資材（生産資材等）の供給

施設・機材の損壊

その他

累　計

新規導入する共同利用施設や
園芸ハウス、農業機械等の
レンタルやリース購入への支援

対策の内容項 支援内容 支援額

肥料・農薬、段ボール等資材や種苗、葬祭・石油備品等の在庫損失への
支援

震災による種苗の組合員損失支援

水稲種子、牛豚斃死・畜産基盤再生対策、園芸作物、段ボール等資材、
種子種苗、肥料・農薬等の生産者被害等への支援

ＪＡ所有の農業機械（固定資産）等やＪＡのレンタル農機取得等への支援

畜舎、園芸施設、ＪＡの共同利用施設・生活関連他施設、生産者
共同利用施設、組合員の農機修理代と農機具購入等への支援

園芸施設のＪＡリースによる取得、農機のリース取得等への支援

生産者からの委託販売米麦・大豆の品代損失分、その処分等の費用に
対する支援
（米麦・大豆の被害額は約20億円と甚大な被害となりましたが、各方面からの
支援により組合員負担はゼロとなりました。支援の内訳：農倉基金から16億
円、ＪＡグループと本会取引先からの義援金1億円と本会災害支援2.7億円）

1.3億円

2.7億円

0.2億円

10.2億円

0.8億円

8億円

2.6億円

39億円

13.2億円

ＪＡ全農みやぎの災害支援対策（平成23～25年度まで）

ＪＡ全農山形県本部と一緒に炊き出し支援も行い
ました（平成２３年６月、南三陸町歌津で） 復興のシンボルとして、みやぎ生協や明成高校、宮城県農業高校

などと協力して「仙台白菜」の栽培にも取り組みました（写真は平
成23年９月の定植と、11月の収穫風景）

支払件数
18万172件
支払金額
3,581億円

宮城県

岩手、宮城、福島における建物更生共済の共済金支払状況

東日本大震災にかかる共済金支払状況（平成26年2月末 現在）

復興支援への主な取り組み

（3） （2）【オ　リ　ジ　ン】
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ＪＡバンク宮城 復興ローンなどで再建後押し  積極的に復興プロジェクトに関与

復興支援プログラムの概要

平成25年9月末までの全国累計実績

　農林中央金庫は、農林水産業を基盤とする協同組織中
央機関・専門金融機関として、東日本大震災により甚大な
被害を受けた農林水産業の復興を全力かつ多面的に支
援するため、平成23年度に「復興支援プログラム」（期間4
年程度、支援額300億円）を創設しています。
　その内容は、①被災された農林水産業者等への支援②
被災会員への事業・経営支援とし、復興支援の推進にあた
り、職員派遣等による人的支援もあわせて行っています。

　農林中央金庫は、被災された農林水産業者等の経営
再建に向けて、復興ローン（東北農林水産業応援ローン）
による長期低利資金の供給や、当金庫の関連法人である
アグリビジネス投資育成（株）を通じた復興ファンド（東北農
林水産業応援ファンド）による資本供与、再建計画の策定
支援等に取り組んでいます。
　被災地の復興プロジェクトには構想段階から積極的に
関与し、各種の支援を実施しているところです。また、JAバ
ンク・JFマリンバンクによる農漁業者への災害資金に利子
補給を行い、農漁業者の借入負担を支援するとともに、農
機・園芸施設等をリース方式で取得する農業者へのリース
料助成にも取り組んでいます。
　足元では、沿岸地域における農業法人新設などの動き
を踏まえ、財務安定を目的とした復興ファンドによる資本供
与を行っているほか、水産関係では、漁港後背地域の復興
が難航するなか、地域行政と連携しつつ、魚市場の設備
復旧や水産加工業者の資本安定に向けたニーズに対応
しています。また、福島においては牛肥育の取り組み回復
に併せた融資対応などもあり、復興ローン（東北農林水産
業応援ローン）については、平成25年9月末時点のご利用
が200億円台に至っています。

　また、被災地農産物の販路拡大に向けた復興商談会、
被災組合員・利用者を中心とした住宅展示場見学会（住ま
いるバスツアー）を開催しているほか、被災された農業者に
は、営農再開に向けた稲作生産資材の費用助成を新たに
開始しました。

　震災特例支援の枠組みにより資本増強を実施したJA（農
協）・JF（漁協）には、職員派遣を通じた信用事業強化指導計
画に基づく指導・助言等を実施し、金融機能の維持・発揮に
向けた取り組みを支援しています。
　被災されたJAバンク・JFマリンバンクの利用者には、JAバン
クにおける相談窓口（コールセンター）の継続設置や、JFマリ
ンバンクにおける可動式端末機の活用などを通じて、安定的

な金融機能を提供しています。また、JAバンク・JFマリンバンク
による復興応援定期貯金・復興応援ローンの取組支援や、二
重債務問題・防災集団移転促進事業への適切な対応を通
じて、被災された利用者の生活再建を支援しています。
　今後とも、本支店役職員と被災会員に派遣した職員等が
一体となり、行政・関係団体とも連携しつつ、震災復興に向け
た取り組みを進めていきます。

会員・利用者への復興支援会員・利用者への復興支援

生産者・地域への復興支援生産者・地域への復興支援

復興支援プログラムの概要復興支援プログラムの概要

事業・経営支援
プログラム

金融支援
プログラム

農林水産
業者等

対象者プログラム 内容

会員組織

金融対応（利子補給、復興
再生ローン（低利融資）等）

事業復旧（店舗、ATM、端末
等のインフラ復旧支援）

住宅展示場見学会「住まいるバス
ツアー」の様子

平成25年度の復興商談会

経営対策（会員の経営基盤
強化のための支援等）

商品名 件数 金額

融資件数
54件

融資残高
202.28億円

投資残高
2.62億円

リース料総額
18.06億円

投資件数
14件

助成件数
428件

復興ローン（東北農林水産業
応援ローン）
（平成23年12月取扱開始）

復興ファンド（東北農林水産
業応援ファンド）
（平成24年2月取扱開始）

リース料助成
（平成24年7月取扱開始）

ＪＡ共済連宮城 共済金支払い3,777億円超す  全職員が被災地でボランティア活動

　ＪＡ共済連では、被災された皆さまの1日も早い復旧・復興
に向けて、迅速な共済金のお支払に尽力するとともに以下
の取り組みを行ってきました。

被災されたご契約者さまへの「安心」のご提供（ご
契約者さまの安否確認、ＪＡ共済避難契約者相談

受付センターの設置など）

　全国各地から合計2,475人の自然災害広域損害査定員
等を派遣し、ＪＡとＪＡ共済連が一丸となって、初動対応や
損害調査を進めました。
　また、ご請求漏れを防ぐための請求勧奨のハガキの送
付や神奈川県の川崎センターを拠点として共済金請求に
かかる事務処理なども実施しました。その他、沿岸部にお
いて、航空写真撮影による津波被害調査を取り入れるな
ど、被害状況に合わせた取り組みを行いました。

　未曾有の被害をもたらした災害に際し、一刻も早い共済
金のお支払に向け、迅速な損害調査・支払査定を実施しま
した。
　平成26年2月末時点の集計で、全国での建物更生共済
の支払金額は9,293億円（約67万件）、生命総合共済の支
払金額は335億円（約2,300件）となっています。
　なお、宮城県下の支払状況については3,777億円を超え
るお支払いをしております。内訳については建物更生共済
の支払金額が約3,581億円（約18万件）、生命総合共済の
支払金額が196億円となっております。この共済金は、ご契

約者の皆さまからお預かりした共済掛金とそれをもとにした
準備金等からお支払いしており、「みんなで、助け合う。」と
いうＪＡ共済の事業理念が結実したものといえます。

　東日本大震災の被災地の農業復興を応援しようと、ＪＡ
共済連宮城は全職員参加によるボランティア活動を行いま
した。昨年に引き続きイチゴ団地に整備された育苗ハウス
内で、育苗の組み立て作業や定植作業を支援するなど、
職員が農家と一緒に作業に励みました。
　ＪＡ共済連宮城は、地域貢献活動として2007年度から植
樹活動を始め、震災後の12年度からは津波で甚大な被害

農業復興へ全職員が支援

被災されたご契約者さまへ１日も早く共済金をお届けするために

復興支援への主な取り組み
被災されたご契約者さま向けの特別取り扱いの実
施（共済掛金払込猶予期間の延長、共済証書貸付

にかかる特別利率の適用など）

被災地の復旧・復興に貢献するための各種活動の
実施（ＪＡ共済災害シートサービスの提供、義援金の

寄附など）

被災されたご契約者さまへ１日も早く共済金をお届けするために

農業復興へ全職員が支援

1

2

3

被災建物等の損害調査・お支払対応

東日本大震災にかかる共済金お支払状況

を受けた沿岸地域で農業復興支援ボランティア活動を
行っています。
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ＪＡ全農みやぎ 農業用施設の修復を支援  津波で流失した種子・種苗確保も

　ＪＡ全農みやぎでは、平成23～25年度、東日本大震災の
災害対策として、災害対策積立金全額の取り崩しを決定
し、倒壊・破損した農業用施設の修復、津波で流失した種
子や肥料等の損失支援、廃棄した生乳の損失への支援

　今後も、環境変化や行政の復興計画と連動して、JAグループ宮城の将来ビジョンを踏まえた中長期計画を策定し、行政等
とも連携しながら支援していきます。そして、「JAグループ宮城の新たな農業の創造的復興」を目指します。

ＪＡ全農みやぎの災害支援対策（平成23～25年度まで）
や、津波被災した組合員の営農再開のための集約施設や
資機材の導入支援等を実施してきました。

（具体的な内容は以下の一覧のとおりです）

具体的取り組み事例

支払件数
6万8,126件
支払金額
972億円

岩手県

支払件数
20万6,817件
支払金額
2,785億円

福島県

支払件数
2,295件

支払金額
335億円

生命総合共済
支払件数
67万4,889件

支払金額
9,293億円

建物更生共済

1

2

3

4

5

6

7

8

ＪＡの在庫損失

販売委託共同計算対象
米麦・大豆の損失

農産物の種子・種苗確保

農畜産物の生産維持対策

復旧資材（生産資材等）の供給

施設・機材の損壊

その他

累　計

新規導入する共同利用施設や
園芸ハウス、農業機械等の
レンタルやリース購入への支援

対策の内容項 支援内容 支援額

肥料・農薬、段ボール等資材や種苗、葬祭・石油備品等の在庫損失への
支援

震災による種苗の組合員損失支援

水稲種子、牛豚斃死・畜産基盤再生対策、園芸作物、段ボール等資材、
種子種苗、肥料・農薬等の生産者被害等への支援

ＪＡ所有の農業機械（固定資産）等やＪＡのレンタル農機取得等への支援

畜舎、園芸施設、ＪＡの共同利用施設・生活関連他施設、生産者
共同利用施設、組合員の農機修理代と農機具購入等への支援

園芸施設のＪＡリースによる取得、農機のリース取得等への支援

生産者からの委託販売米麦・大豆の品代損失分、その処分等の費用に
対する支援
（米麦・大豆の被害額は約20億円と甚大な被害となりましたが、各方面からの
支援により組合員負担はゼロとなりました。支援の内訳：農倉基金から16億
円、ＪＡグループと本会取引先からの義援金1億円と本会災害支援2.7億円）

1.3億円

2.7億円

0.2億円

10.2億円

0.8億円

8億円

2.6億円

39億円

13.2億円

ＪＡ全農みやぎの災害支援対策（平成23～25年度まで）

ＪＡ全農山形県本部と一緒に炊き出し支援も行い
ました（平成２３年６月、南三陸町歌津で） 復興のシンボルとして、みやぎ生協や明成高校、宮城県農業高校

などと協力して「仙台白菜」の栽培にも取り組みました（写真は平
成23年９月の定植と、11月の収穫風景）

支払件数
18万172件
支払金額
3,581億円

宮城県

岩手、宮城、福島における建物更生共済の共済金支払状況

東日本大震災にかかる共済金支払状況（平成26年2月末 現在）

復興支援への主な取り組み

（3） （2）【オ　リ　ジ　ン】

 

東日本大震災により被災された組合員・役職員の皆様へ 

この度の東日本大震災により被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。 

ＪＡグループ宮城では、現在、県内の組合員・役職員の安否をはじめ、農業災害状況等の確認を

懸命に行っており、今後、宮城県内の農業復興に資する必要かつ万全の対策の実現に取り組んでい

く所存です。 

１日も早い復旧に向け、組合員・役職員の皆様の引き続きのご協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

平成 23年 3月 22日 

宮城県農業協同組合中央会 

会 長  木 村 春 雄 

 

≪目次≫ 
対策本部からの情報提供 

 （１）ＪＡグループ宮城 東日本大震災災害対策本部について 
（２）３月１９日（土）の緊急組合長会議について 

（３）３月２２日（火）の東北農政局への要請内容について 

 

対策本部からの情報提供

（１） ＪＡグループ宮城 東日本大震災災害対策本部について

 ＪＡグループ宮城では、３月１１日の震災発生後、ＪＡグループ宮城危機管理対策本部規程にも

とづき、東日本大震災災害対策本部を設置し、毎日１５時より、ＪＡからの情報収集や各連合会と

の情報の共有化ならびに優先課題解決に向けた協議を行っております。 

（２） ３月１９日（土）の緊急組合長会議について

 平成２３年３月１９日（土）１３時３０分より、緊急組合長会議が開催されました。会議の概要

は以下の通りです。組合長の皆様からいただいたご意見・要望をもとに、早急に政府・国会議員へ

の要請を行う予定としております。 

 

                         

 

ＪＡグループ宮城 

災害対策ニュース 

（ 総 合 版 ） 
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編集：ＪＡ宮城中央会
〒980− 0011 仙台市青葉区 
上杉 1丁目 2番 16号 JAビル宮城 6F 
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対策本部からの情報提供 

１．東北関東大震災・原子力発電所災害に伴う農業者への緊急支援について 
 ＪＡグループでは、今般の東北関東大震災発生に伴い、次の通り緊急支援対策を講じることとい

たしました。 
 

 
 

 
 

 
 なお、４月１日付日本農業新聞「農家につなぎ資金」の記事内容において、本件に関して一部誤

解を与える表現があり、４月２日に訂正内容が掲載される予定となっていることを申し添えます。 

 

 

 

 

 

 

２．県内一部ＪＡ災害対策本部の移転について 

 施設・通信等の回復に伴い、ＪＡ南三陸、ＪＡいしのまきの災害対策本部がそれぞれ次の通り移

転しました。 

なお、新たな災害対策本部の連絡先については、別紙２「ＪＡ災害対策本部連絡先」をご参照く

ださい。 

≪ＪＡ南三陸≫ 

 移転前：気仙沼市本吉総合支所内 ⇒ 移転後：ＪＡ南三陸本吉支店 

≪ＪＡいしのまき≫ 

 移転前：ＪＡいしのまき大谷地支店 ⇒ 移転後：ＪＡいしのまき本店 

以 上
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対策本部からの情報提供 
１．東北関東大震災・原子力発電所災害に伴う農業者への緊急支援について 

 ２．県内一部ＪＡ災害対策本部の移転について 

 

１．緊急つなぎ資金の提供 
２．購買品の支払期限の延長 

３．原発事故の損害賠償請求にかかる東京電力への仮払いを含む早期の請求 

＜速報＞ 

４月２日（土）、鹿野農林水産大臣が本県入りし、村井県知事や木村中央会会

長など各団体長が災害対策等に係る要請を行う予定となっています（詳細につ

いては、第 11号において報告します）。 

                         

 
Ｊ Ａグ ルー プ宮 城 

災 害対 策ニ ュー ス 

（ 総 合 版 ） 

第 １ ０ 号 
【平成 23年 4月 1日（金）発行】 
発行：ＪＡグループ宮城災害対策本部 
編集：ＪＡ宮城中央会 
〒980− 0011 仙台市青葉区 
上杉 1丁目 2番 16号 JAビル宮城 6F 
電話番号：022− 264− 8697又は 264-8207 
FAX番号：022− 216− 4466 
E-mail：jataisaku@gmail.com 
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１．「東北・みやぎ復興マラソン」初開催。ＪＡグループ宮城がマルシェやボランティア参加 

   ＪＡグループ宮城は１日、 

東日本大震災で被災した宮城 

県沿岸部を走る「東北・みや 

ぎ復興マラソン」の「復興マ 

ルシェ」に出店しました。 

野菜や６次産業化商品など 

を販売、支援に感謝し、復興 

をアピールしました。ＪＡ全 

農みやぎは、完走したラン 

ーをねぎらい、赤飯おにぎり 

約１万 4,000個を配りました。 

 大会は仙台放送が主催し、 

ＪＡグループが特別協賛。フ 

ルマラソンには全国 47都道府 

県から約１万 2,000人が参加 

し、岩沼市の岩沼海浜緑地を    フルマラソン上位入賞者には「みやぎ米」を贈呈しました 

出発。亘理町、名取市のかさ上げ道路など、 

復興途上の沿岸部を走り抜けました。６㌔ 

を走るファンランには約 2,000人が出場 

しました。 

 復興マルシェでは、ＪＡ名取岩沼が特産 

の「仙台せり」、ＪＡみやぎ亘理が「いちご 

ジャム」や「アセロラで酢」など、ＪＡ仙 

台は大豆を使ったチョコやクッキーなどの 

「仙大豆」シリーズ商品を販売しました。   ゴールまであと少し。力を振り絞るランナー  

≪目次≫ 

１. 「東北・みやぎ復興マラソン」初開催。ＪＡグループ宮城がマルシェやボランティア参加 

２.  宮城県勢が総合 4位と大躍進！ 宮城全共で全国の支援に感謝し、復興をアピール  

３. 「農家所得向上につながる政策を」。与党国会議員を招き都内でＪＡ代表者要請集会 

４．原発事故農畜産物損害賠償で東電に約 920万円を請求 
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